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Ⅰ．本資料の目的  

1. 本資料は、国際サステナビリティ基準審議会（以下「ISSB」という。）が、2026 年 3 月

26 日に公表した、公開草案「『SASBスタンダード』及び『IFRS S2 号産業別ガイダンス』

に対する修正案」（以下「本公開草案」という。）（コメント期限は 2026年 7月 24日で

ある。）への対応を検討することを目的としている。 

Ⅱ．これまでの経緯 

ISSBの公開草案の公表 

2. ISSB は、2024 年から 2026 年にかけての作業計画の一環として、「SASB スタンダード」

の向上プロジェクトを開始した。本プロジェクトは、「SASBスタンダード」の改訂を「SASB

スタンダード」の 77の産業すべてに同時に行うのではなく、段階的に取り組む方針を採

っており、2024年 7月に、優先度が高い 12の産業を対象に第 1フェーズとして公開草案

の開発を開始することが決定された。 

3. その後、ISSB から、2025 年 7 月に、優先度が高い 12 の産業のうち 9 つの産業の「SASB

スタンダード」を対象とした包括的な修正とその他の 41 の産業の「SASB スタンダード」

に対する的を絞った修正を提案する、公開草案「『SASB スタンダード』の修正案」及び

公開草案「『IFRS S2 号の適用に関する産業別ガイダンス』の修正案」（以下合わせて

「2025 年 7月公開草案」という。）が公表された。2025年 7月公開草案のコメント募集

は 2025年 11月に終了し、2026年 2月より再審議が開始されている。 

4. 残る 3 つの産業の「SASB スタンダード」については、追加のリサーチ等を実施したうえ

で、ISSBから、2026年 3月に本公開草案が公表された。本公開草案の対象となったのは、

「農産物」産業、「食肉、家禽及び乳製品」産業及び「電気事業者及び発電事業者」産業

の「SASBスタンダード」である。 
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これまでの審議の状況 

5. 当委員会では、これまでに本公開草案について、次のとおり審議を行っている。 

サステナビリティ基準委員会 内容 

第 68 回（2026年 5月 12日開催） ・ ISSB の「SASB スタンダード」の向上プロジ

ェクト及び本公開草案に関する概要の説明 

・ ISSB の本公開草案への対応についての検討

アプローチ及びコメント・レターの骨子案に

関する審議 

第 69 回（2026年 5月 26日開催） ・ コメント・レターの総論となる部分の文案に

関する審議 

6. 第 68 回サステナビリティ基準委員会（2026 年 5 月 12日開催）において、事務局より、

次のアプローチで本公開草案への対応を検討することを提案し、概ね賛同を得た。 

(1) 2025 年 7 月公開草案と同様に、基準設定主体の立場からコメントできる範囲でのコ

メントとすることが考えられる。 

(2) 本公開草案は、12 の優先産業を対象とした第 1 フェーズの残りの一部であり、2025

年 7月公開草案と同様の修正のアプローチが採用されていることを前提とする。 

(3) 「SASBスタンダード」に関するプロジェクトの進め方についての ISSB の議論の内容

を考慮する。 

7. また、第 68回サステナビリティ基準委員会において、ISSBに対するコメント・レターの

骨子案について、次のように提案し、概ね賛同を得た。 

(1) ISSB は、ISSB 基準を構成する産業別要求事項の開発に繋がる取組みを優先すべき。 

(2) 現状の「SASB スタンダード」の向上プロジェクトは、ISSB基準を構成する産業別の

要求事項の開発に繋がるような取組みとなっているとは言い難い。 

(3) 第 1 フェーズの取組みは、「SASB スタンダード」のメンテナンスと整理し、必要と

なるリソースを最小限にとどめ、速やかに最終化するのが良いのではないか。 

(4) ISSB が今後着手することを予定している戦略に関するフィードバックに対応するた

めのプロジェクトにおいて、ISSB が開発すべき産業別ガイダンスのあるべき姿につ

いて検討すべきである。 
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① 産業別ガイダンスのあるべき姿に関する方向性が決まる前に、第 2 フェーズの

作業や、「SASBスタンダード」の名称変更の議論を進めるべきでない。 

② 産業別ガイダンスのあるべき姿については、ディスカッション・ペーパーの公表

などを通じて、利害関係者からの意見が反映されたものとなるようにする必要

がある。 

8. 第 69 回サステナビリティ基準委員会（2026 年 5 月 26日開催）において、事務局より、

次の点に焦点を当てた本公開草案に対するコメント・レターの総論となる部分の文案を

提案し、概ね賛同を得た。 

(1) 「『SASBスタンダード』の向上プロジェクト」の第 1フェーズを完了させること 

(2) 「『SASB スタンダード』の向上プロジェクト」の第 2 フェーズに着手する前に立ち

止まり、次のような論点について議論すべきであること 

① ISSB基準を構成する産業別要求事項が必要かどうか。 

② ISSB基準を構成する産業別要求事項が必要である場合、 

ア. 使用すべき産業分類 

イ. 産業横断的要求事項と産業別要求事項との間のバランス 

ウ. 重複を最小限に抑えるための産業別要求事項の構成 

③ 「SASBスタンダード」（第 1フェーズで更新されたもの）を活用するかどうか、

また活用する場合の方法 

9. 第 69 回サステナビリティ基準委員会（2026 年 5 月 26日開催）で聞かれた意見について

は、審議事項(3)-3においてお示ししている。 

Ⅲ．本日の審議事項 

10. 本日の委員会では、本公開草案に対するコメント・レターの文案（個別の質問に対するコ

メントの文案を含む。）について、ご審議いただきたい。コメント・レターの文案及びそ

の参考訳は、次のとおりである。 

(1) 公開草案「『SASBスタンダード』及び『IFRS S2号産業別ガイダンス』に対する修正

案」に対するコメント・レターの文案（英文）（審議事項(3)-2） 
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(2) 公開草案「『SASBスタンダード』及び『IFRS S2号産業別ガイダンス』に対する修正

案」に対するコメント・レターの文案（英文）修正履歴付（審議事項(3)-2参考資料

2-1） 

(3) 公開草案「『SASBスタンダード』及び『IFRS S2号産業別ガイダンス』に対する修正

案」に対するコメント・レターの文案（参考訳）（審議事項(3)-2 参考資料 2-2） 

(4) 公開草案「『SASBスタンダード』及び『IFRS S2号産業別ガイダンス』に対する修正

案」に対するコメント・レターの文案（参考訳）修正履歴付き（審議事項(3)-2 参考

資料 2-3） 

 

ディスカッション・ポイント 

コメント・レターの総論となる部分の文案について、ご質問やご意見があればいただき

たい。 
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